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      なかなか暖かくならず、時に強風吹き荒れる中、大勢の皆さまに「有

償援農ボランティア活動」に参加していただきありがとうございました。

・畑の片づけ（長芋や大根畑） ・玉ねぎ畑の草取り ・温室内の作業 

・じゃがいもの定植    ・竹林整備 ・野菜苗の定植 

・ブルーベリーの剪定・枝の片づけ 
 

３月の援農時間 : 956 h    対象農家 : 11 軒   参加者 : 39 人

             援農今期累計２,３９２ｈ（前年比１２３％） 

コンパニオンプランツ 
一緒に植えておくと病害虫が発生しにくくなる植物 （共生作物ともいいます） 

マリーゴールド 
アブラナ科、球根、根菜類、トマト、バラ、イチゴ類、ウリ科の野菜 

根からの分泌液で、土中のセンチュウを遠ざけることで被害から守る等。 

その他 ＜カモミール；タマネギ、カブ、アブラナ科の野菜＞ 

＜ネギ類；バラ、バラ科の果樹、トマト、レタス＞ 

＜ポリジ；ホウレンソウ、マメ類、レタス、イチゴ類、トマト、果樹。＞ 

 4 月１8 日 18:00～21:00( 理事 9 名、監事１名、計１０名出席）台町市民セ

ンターにて実施しました  

検討項目等  

①理事・監事の担当活動の進め方について 

（予算・援農検討会議の提言・水田見学実施計画）（各担当の課題） 

②あきる野市の農家入会申し込みについて（今回は見送りました） 

③挿木講習会を実施するにあたって（詳細を話し合いました） 

④会報の編集方針案について（数値を示し、具体的な記事を出していきます） 

⑤事務局からの連絡事項

 
  
 
 
 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
  
 
  
 
  
 
 
 
 

す ず し ろ ２２ 2012 – ４月報 
すずしろは大根  それは大地の豊な恵の象徴  
22 世紀につなげる農のあり方を 共に考える会 

Let’s Activate Area AGRI 

 

 ４月５日の農作業は、温室内で＜甘長トウガラシ＞と＜シシトウ＞の苗

をソフト塩ビの鉢に植え付ける仕事でした。放射能対策として愛知県のア

グロソイルを使い、地面に置いた小さな椅子に座っての仕事でした。力仕

事では無かったけれど、屈んでの手仕事で、腰に負担がが掛りました。

時々伸びをして、麦茶を飲んで、仲間から農業の話を聞いたり、ラジオの

ニュースを聞いたりしながら、手が疎かにならないように作業をしまし

た。ハウス内はぽかぽかして快適でした。遠くから防災放送が流れて来

て、８３歳のお婆ちゃんが行方不明になっていることを知りました。1時間

ほどしてそのお婆ちゃんが発見されたとの放送が流れて安堵しました。 

(1) 新しく入会された方  々

農家の遠藤嘉夫さん（日野市）、萩野徹さん（富士見町）、長崎さん（元八王子町）、菊地

恒夫さん・幸恵さん（大和田町）が新たに入会されました。よろしくお願いいたします。 

(2) 竹の子ほり 

寺田町の農家さんの裏山で竹の子堀をさせていただきます。参加費１００円。 

掘った竹の子は重さを量って買い取ります。会員外の方も参加できます。 

4/28(土)、5/3(木)、5/6(日)の９時半～１１時半。詳しくはチラシをご覧ください。 

農園窓口   酒井 敏夫 

ちょっと耳にした情報・アドバイス 

今月から用水工事が始まり 6 月いっぱいかかります。上旬に春の強風が吹
き、小屋のひさしが損傷を受けましたので、ブルーシートとロープで押さ
えつけました。（2～3 年はもつと思う）じゃがいもは芽を吹き、玉葱は順
調に育っている。冬を越したチジレほうれん草はぐんぐん伸び、味が濃厚
です。新しい試みとして昨年まで挑戦していない野菜を手掛ける人が増え
ています。生姜など今年は 2・3 区画で見受けられます。4 月 28 日に生活
ネットの人達が農業体験を兼ね見学に来るので、各自様のやり方を見ても
らいます。参考になるか反応が楽しみです。 

富士見町 萩野 徹 

援農状況 

富所農園便り 

伝言板；皆様の声を email；fkanke@gmail.com 

たけのこ堀り（下記参照）    高月の田んぼ見学（6 月以降） 
挿木講習会（6 月 30 日土曜日を予定しています） 

イベント情報 


